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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセス制御プラント内で動作する複数のデバイスを制御および管理するためのプロセ
ス制御システムであって、前記プロセス制御システムが、
　前記プロセス制御システムの制御戦略を実装するための複数のコントローラであって、
前記複数のコントローラの各々が、前記プロセス制御プラントのデバイスと通信可能にリ
ンクし、前記デバイスが、オペレーティングパラメータデータを生成する複数のオペレー
ティングパラメータを含む複数のコントローラと、
　プロセッサ、メモリおよび前記プロセス制御プラントのリアルタイムのグラフィカル表
現を示すグラフィック表示を含むワークステーションコンピュータと、
　前記ワークステーションコンピュータの前記メモリ内に記憶され、前記プロセッサ上で
実行されるとき、前記プロセッサが、前記グラフィック表示を用いてグラフィカルユーザ
インターフェースを提示するようにするサイドバープログラムであって、前記サイドバー
プログラムが、前記複数のコントローラのうちの１つまたは複数のコントローラのインタ
ーフェースを介して前記デバイスに通信可能にリンクされ、前記グラフィカルユーザイン
ターフェースが、前記オペレーティングパラメータデータを表示し、前記表示されたオペ
レーティングパラメータデータが、前記デバイスから受信されかつ前記グラフィック表示
から選択される、前記サイドバープログラムと、
　を備え、
　前記複数のオペレーティングパラメータから、少なくとも１つのオペレーティングパラ
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メータが選択され、
　前記デバイスは、前記選択されたオペレーティングパラメータに関するデータインター
フェースを含み、
　前記選択されたオペレーティングパラメータに関する前記データインターフェースを介
して、前記デバイス内の前記選択されたオペレーティングパラメータに関連付けられる前
記オペレーティングパラメータデータにアクセスしかつ前記アクセスした前記オペレーテ
ィングパラメータデータを受信し、
　前記受信した前記オペレーティングパラメータデータが表示される
　プロセス制御システム。
【請求項２】
　前記サイドバープログラムが、前記プロセス制御プラントの前記１つまたは複数のコン
トローラのインターフェースを介して、キーオペレーティングパラメータにアクセスする
ように構成される、請求項１に記載のプロセス制御システム。
【請求項３】
　前記サイドバープログラムが、複数のガジェットアプリケーションを含み、前記サイド
バープログラムが、各ガジェットアプリケーションの親である、請求項１又は請求項２に
記載のプロセス制御システム。
【請求項４】
　各ガジェットアプリケーションが、前記グラフィック表示内に表示領域を含み、各表示
領域が、前記オペレーティングパラメータデータのグラフィカル表現を含む、請求項３に
記載のプロセス制御システム。
【請求項５】
　前記オペレーティングパラメータデータの前記グラフィカル表現が、前記オペレーティ
ングパラメータデータに関するさらなるデータの表示を可能にするハイパーリンクを含む
、請求項４に記載のプロセス制御システム。
【請求項６】
　前記複数のガジェットアプリケーションのうち１つまたは複数が、局所ノード情報、シ
ステムノード情報、デバイス情報、ユーザログイン情報、トレンド情報およびその他の情
報を含むオペレーティングパラメータデータを表示するように構成される、請求項３に記
載のプロセス制御システム。
【請求項７】
　前記サイドバープログラムが、サイドバー構成ファイル内に前記選択されたオペレーテ
ィングパラメータデータに対する１つまたは複数のレファレンスを保存する、請求項１～
６の何れか１項に記載のプロセス制御システム。
【請求項８】
　各コントローラが、インターフェース入出力（Ｉ／Ｏ）デバイスおよびカードのうち１
つまたは複数を介して、前記デバイスに接続される、請求項１～７の何れか１項に記載の
プロセス制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的にはプロセスプラントに関し、より詳細には、プラント構成、エンジ
ニアリング、制御、メンテナンスおよびシミュレーションに関連する様々なアクティビテ
ィの状況認識を、オペレータのレベルを上回るシステム担当者に伝えるためのインターフ
ェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　化学的プロセス、石油プロセスまたはその他のプロセスで使用されるような分散型プロ
セス制御システムは、典型的には、１つまたは複数のプロセスコントローラを含み、これ
らのプロセスコントローラは、アナログバス、デジタルバスまたは複合型アナログ／デジ
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タルバスを介して、１つまたは複数のフィールドデバイスに通信可能に結合される。たと
えば、バルブ、バルブポジショナ、スイッチおよびトランスミッタ（たとえば、温度セン
サ、圧力センサ、レベルセンサおよび流量センサ）とすることができるフィールドデバイ
スは、プロセス環境内に配置され、バルブの開閉、プロセスパラメータの測定などのプロ
セス機能を実行する。また、ＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ（登録商標）Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロト
コルのように周知のＦｉｅｌｄｂｕｓプロトコルに適合するフィールドデバイスなどのス
マートフィールドデバイスは、制御計算、警告機能、および通常はコントローラ内で実施
されるその他の制御機能を実行することができる。同じく典型的にはプラント環境内に配
置されるプロセスコントローラは、フィールドデバイスによって行われたプロセス測定値
を示す信号および／またはフィールドデバイスに関するその他の情報を受信し、たとえば
様々な制御モジュールを動作させるコントローラアプリケーションを実行する。様々な制
御モジュールは、プロセス制御決定を行い、受信した情報に基づいて制御信号を発生させ
、ＨＡＲＴフィールドデバイスおよびＦｉｅｌｄｂｕｓフィールドデバイスなどのフィー
ルドデバイス内で実行される制御モジュールあるいはブロックと協働する。コントローラ
内の制御モジュールは、制御信号を、通信線を介してフィールドデバイスに送信し、それ
により、プロセスの動作が制御される。
【０００３】
　フィールドデバイスおよびコントローラからの情報は、通常、データハイウェイを介し
て、典型的には、より過酷なプラント環境から離隔して制御室またはその他の場所に配置
されたオペレータワークステーション、パーソナルコンピュータ、データヒストリアン、
レポートジェネレータ、集中型データベースなどの１つまたは複数のその他のハードウェ
アデバイスで利用可能となる。これらのハードウェアデバイスは、たとえば、オペレータ
が、プロセス制御ルーチンの設定を変更する、コントローラまたはフィールドデバイス内
の制御モジュールの動作を修正する、プロセスの現在の状態を閲覧する、フィールドデバ
イスおよびコントローラによって発生した警告を閲覧する、担当者の訓練またはプロセス
制御ソフトウェアのテストを目的としてプロセスの動作をシミュレーションする、構成デ
ータベースを維持および更新するなど、プロセスに対して諸機能を実行できるようにする
ことができるアプリケーションを実行する。
【０００４】
　一例として、Ｅｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔにより販売され
るＤｅｌｔａＶ（登録商標）制御システムは、いくつかの施設またはプロセス制御プラン
トにわたってネットワーク化することができるプロセスシステム内の多様な場所に配置さ
れる様々なデバイス内に保存され、それらのデバイスによって実行される複数のアプリケ
ーションを含む。１つまたは複数のオペレータワークステーションに常駐する構成アプリ
ケーションにより、ユーザは、プロセス制御モジュールを生成または変更し、かつ、これ
らのプロセス制御モジュールを、データハイウェイを介して専用の分散型コントローラに
ダウンロードできるようになる。典型的には、これらの制御モジュールは、通信可能に相
互接続された複数の機能ブロックによって構成されるが、それらの機能ブロックは、オブ
ジェクト指向プログラミングプロトコル内のオブジェクトであり、それに対する入力に基
づいて制御スキーム内の機能を実行し、制御スキーム内のその他の機能ブロックに出力を
提供する。また、構成アプリケーションにより、閲覧アプリケーションがそれを使用して
データをオペレータに表示し、オペレータがプロセス制御ルーチン内のセットポイントな
どの設定を変更できるようにするオペレータインターフェースまたはヒューマン－マシン
インターフェース（ＨＭＩ）を、設計者が生成または変更できるようにすることができる
。各専用コントローラと、いくつかの場合においてはフィールドデバイスとが、実際のプ
ロセス制御機能を実装するためにそこに割り当てられ、ダウンロードされる制御モジュー
ルを動作させるコントローラアプリケーションを保存および実行する。閲覧アプリケーシ
ョンは、１つまたは複数のオペレータワークステーション上で動作することができ、コン
トローラアプリケーションからデータハイウェイを介してデータを受信し、このデータを
、プロセス制御システムの設計者、オペレータまたはユーザインターフェースを使用する
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ユーザに表示し、かつ、オペレータのビュー、エンジニアのビュー、技術者のビュー、メ
ンテナンスビューなどの、多くの異なるビューのうちいずれかを提供することができる。
データヒストリアンアプリケーションは、典型的には、データハイウェイを介して提供さ
れるデータのうちいくつかまたは全てを収集および保存するデータヒストリアンデバイス
内に保存され、そのデータヒストリアンデバイスによって実行される一方、構成データベ
ースアプリケーションは、データハイウェイに取り付けられたさらなるコンピュータ内で
動作して、現在のプロセス制御ルーチン構成およびそれに関連付けられるデータを保存す
ることができる。代替的には、構成データベースを、構成アプリケーションと同じワーク
ステーション内に配置することができる。
【０００５】
　プロセス制御環境内で使用される制御アプリケーションおよびサポートアプリケーショ
ンの数およびタイプが増加するにしたがって、ユーザがこれらのアプリケーションを効果
的に構成、監視および使用できるようにするための様々なグラフィカル表示アプリケーシ
ョンが提供されてきた。たとえば、制御構成アプリケーションをサポートして、構成エン
ジニアがプロセスプラント内の制御デバイスにダウンロードされるべき制御プログラムを
視覚的に生成できるようにするために、グラフィカル表示アプリケーションが使用されて
きた。さらに、制御オペレータが、プロセスプラントの現在の機能またはプロセスプラン
トの領域を閲覧できるようにする、マネージャ、エンジニア、あるいはビジネスおよびメ
ンテナンス担当者が、プロセスプラント内のハードウェアデバイスおよび様々な領域の機
能状態を閲覧できるようにする、プロセスプラントをシミュレートできるようにする、な
どのために、グラフィカル表示アプリケーションが使用されてきた。
【０００６】
　構成エンジニアは、ディスプレイ生成アプリケーションで表示オブジェクトを選択およ
び構築することによって、プロセスプラント内のオペレータ、メンテナンス担当者などに
対する１つまたは複数の表示を生成するために、グラフィックディスプレイ生成アプリケ
ーションを使用することができる。これらの表示は、典型的には、ワークステーションに
おいてシステム全体に対して実装され、プラント内の制御システムまたはデバイスの動作
状態について、オペレータまたはメンテナンス担当者に予め構成された表示を提供する。
これらの表示は、一般的には、プロセスプラント内のコントローラまたはデバイスによっ
て発生される警告を受信および表示する警告表示、プロセスプラント内のコントローラお
よびその他のデバイスの動作状態を示す制御表示、プロセスプラント内のデバイスの機能
状態を示すメンテナンス表示などの形態をとる。しかしながら、これらの表示は、一般的
には、プロセスプラント内のプロセス制御モジュールまたはデバイスから受信された情報
またはデータを、知られる方法で表示するように予め構成される。いくつかのシステムに
おいては、表示は、物理または論理要素を表し、物理または論理要素と通信可能に結びつ
いて物理または論理要素に関するデータを受信するグラフィック表示によって生成される
。ディスプレイスクリーン上のグラフィックは、リアルタイムで、および、たとえばタン
クの残量が半分であることを示し、フローセンサによって測定された流量、バルブの位置
、リアクタの温度などを示すための受信データなどのある特定のイベントに応答して、変
化することができる。
【０００７】
　典型的なオペレータ表示およびシミュレーションディスプレイは、一般にはオペレータ
がプロセス制御システムの特定の領域を閲覧し、その領域を評価する非常に詳細な情報と
、具体的にはその領域を構成する様々なコンポーネントとを含む。たとえば、発電所のリ
アクタオペレータは、リアクタオペレータ表示を閲覧することができるが、同じ発電所の
タービンオペレータは、タービンオペレータ表示を閲覧することができる。オペレータは
、自身が割り当てられているプロセスプラントの領域を構成する様々なコンポーネント全
体を完全に制御しなければならないので、これらのオペレータ表示は、かかる制御を容易
にするために極めて詳細である必要がある。
【０００８】
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　また、様々なタイプのプロセスプラント担当者は、プロセスプラントの領域内における
プロセスのある特定のステップまたは様々なコンポーネントにも興味をもつ場合がある。
たとえば、いくつかの異なるタイプの設備およびオペレータを含むプロセスプラントの領
域に関する担当者またはリソースを管理するオペレータ監督者は、自身が管理する部分の
個別のコンポーネントのそれぞれの状態ではなく、その部分の集合的な状態に興味をもつ
場合がある。同様に、メンテナンス担当者は、誤動作履歴を有するプロセスプラント、交
換されたばかりのプロセスプラント、または安定しない動作をしていたプロセスプラント
の１つまたは複数のコンポーネントの動作状態を知ることに興味をもつ場合がある。さら
に、プロセス制御システムの高レベル機能の設計および監視に関連付けられるエンジニア
は、変更を必要とする場合があるかどうかを判定するために、システムの様々な部分また
は領域、あるいはプロセス自体の諸ステップを選択的に監視することを望む場合がある。
【０００９】
　しかしながら、先に簡単に記載したような典型的なオペレータ表示に含まれることを要
するレベルの詳細に起因して、かかるディスプレイは、オペレータ以外の、マネージャ、
メンテナンス担当者およびあるレベルでプロセス制御プラントに関するその他のユーザに
対して、望ましくないレベルの詳細を提供する場合がある。典型的には、オペレータ以外
の担当者は、自身の監督下または管理下にあるプロセスプラントの部分に関する情報をほ
とんど必要とせず、また、オペレータ表示は、かかる担当者にはあまりにも複雑であった
り、手に負えないものであったりする場合がある。さらに、個々の表示を、プロセス制御
システムに関連付けられるそれぞれのタイプの担当者について構成することができるが、
それぞれのタイプの従業者について数多くの表示を構成することは、時間がかかり、困難
である場合がある。そのうえ、構成エンジニアまたはその他の専門家は、それぞれの表示
を設計および実装しなければならないので、マネージャ、エンジニア、ビジネス担当者、
およびプロセス制御システムに関連付けられるその他の非オペレータユーザの全てについ
てカスタム表示を生成することは、実際には不可能である。
【００１０】
　したがって、プロセス制御プラントの様々なコンポーネントを制御するための典型的な
オペレータ表示は、プラントオペレータおよびプロセスオペレータにとって適切かつ必要
である場合があるが、これらのオペレータ表示は、オペレータ以外のプラント担当者に、
望ましくないレベルの詳細を提供する場合がある。オペレータ表示の複雑かつ有益な詳細
は、プロセス制御システムに関連するビジネスまたはメンテナンス情報に関する基礎的な
知識のみを必要とする平均的なビジネスマネージャ（オペレーションマネージャではない
）またはメンテナンス担当者を混乱させたり、彼らには不要であったりする場合がある。
さらに、それぞれのプロセス制御システムまたはプラント非オペレータユーザおよび従業
者に対して、カスタムグラフィック表示を生成することは、不可能である、または実用的
でない場合がある。
【発明の概要】
【００１１】
　プロセス制御環境におけるコンピュータディプレイ上の「サイドバー」は、ビジネスマ
ネージャ、エンジニア、メンテナンス担当者またはその他の非オペレータ担当者が、プロ
セス制御システム情報を整理および管理し、前記プロセス制御システムに関する選択され
た診断およびサマリ情報または「キーオペレーティングパラメータ」を表示することがで
きるようにするいくつかのスモールアプリケーションのグループを提供することができる
。さらに、サイドバーアプリケーションは、非オペレータユーザのワークステーション上
で実行されているその他のアプリケーションと通信して、それにより、ユーザが現在行っ
ている作業に関連する情報を取り出すことができる。次いで、サイドバーアプリケーショ
ンは、ある特定のプロセス制御情報が、ユーザが行っている主作業に対して有用であり得
るかを決定し、そのプロセス制御情報をサイドバー内に表示することができる。たとえば
、非オペレータユーザは、主アプリケーション内で情報を閲覧することができ、前記サイ
ドバーアプリケーションは、第２のアプリケーションおよび表示内で、適宜サポートして
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いるサマリ情報を提示することができる。このサマリ情報は、局所コンピュータおよび／
またはプロセス制御システム内にあるその他のノードの状態に関連することができる。さ
らに、サイドバーアプリケーションは、デバイス動作に影響を与える可能性はないが、メ
ンテナンスのために報告する必要があり得る問題についてレポートしているデバイスを要
約することができる。また、サイドバーアプリケーションは、プロセス制御システム上の
その他のユーザのリストを維持して、その他のユーザ間の通信を可能にすることができる
。また、サイドバーアプリケーションは、現在の値および経時的トレンドにアクセスして
、ユーザが主表示内で現在閲覧していないプロセス制御システムの態様を監視できるよう
にすることができる。
【００１２】
　一実施形態において、プロセス制御管理システムは、プロセス制御プラント内で動作す
る複数のデバイスを制御および管理する。このシステムは、機能領域およびプロセス制御
管理システムの制御戦略を実装することができる複数のコントローラを含むことができる
。コントローラのそれぞれは、プロセス制御プラントのデバイスに通信可能にリンクする
ことができ、このデバイスは、オペレーティングパラメータデータを生成するオペレーテ
ィングパラメータを含むことができる。このシステムは、プロセッサ、メモリおよびプロ
セス制御プラントのリアルタイムのグラフィカル表現を示すグラフィック表示を備えるワ
ークステーションコンピュータも含むことができる。ワークステーションは、グラフィッ
ク表示を用いてグラフィカルユーザインターフェースを提示するために、前記ワークステ
ーションのメモリ内に維持され、プロセッサ上で実行されるサイドバープログラムを含む
ことができる。次いで、このサイドバープログラムを、インターフェースを介してデバイ
スに通信可能にリンクすることができ、グラフィカルユーザインターフェースは、オペレ
ーティングパラメータデータを表示することができる。さらに、表示されたオペレーティ
ングパラメータデータは、自動的にあるいは直接的なユーザ選択およびグラフィック表示
とのインタラクションによって、グラフィック表示から選択することができる。
【００１３】
　さらなる実施形態では、内部で実施されるコンピュータ可読プログラムコードを有する
コンピュータ可読記憶媒体は、プロセスプラント内で使用するために、プロセス制御シス
テム内に「サイドバー」グラフィカルユーザインターフェースを実装するために、メモリ
内に保存され、プロセッサ上で実行されるようになされることができる。グラフィカルユ
ーザインターフェースは、それぞれがオペレーティングパラメータを含みオペレーティン
グパラメータデータを生成する複数のデバイスを含む、プロセス制御システムのリアルタ
イム表現を表示するように構成されることができる。グラフィカルユーザインターフェー
スは、複数のデバイスからキーオペレーティングパラメータを決定し、キーオペレーティ
ングパラメータをグラフィカルユーザインターフェースのサイドバーアプリケーションと
関連付けることができる。次いで、サイドバーアプリケーションは、キーオペレーティン
グパラメータを要約し、前記サイドバーアプリケーションの第２の表示内に要約されたキ
ーオペレーティングパラメータを表示する。
【００１４】
　さらに別の実施形態では、プロセスプラントのプロセス制御管理システム内で使用する
ためのサイドバーアプリケーションは、コンピュータ可読メモリ内に保存され、システム
のグラフィック表示内にサマリおよび管理情報を表示するために、プロセス制御管理ワー
クステーションのプロセッサによって実行される命令を含むことができる。また、グラフ
ィック表示は、前記プロセス制御システムおよびプロセスプラントのリアルタイムビジュ
アル表現も含むことができる。サマリ情報を表示するために、サイドバーアプリケーショ
ンは、グラフィック表示から項目（前記プロセス制御システムのオペレーティングパラメ
ータのデータインターフェースに対するレファレンスを含む項目）を選択し、選択された
項目をサイドバーアプリケーションの１つまたは複数のガジェットアプリケーションと関
連付け、各ガジェットアプリケーションがサイドバーアプリケーションの子であるように
構成することができる。関連付けられると、サイドバーは、選択された項目のレファレン
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スを介して、オペレーティングパラメータデータインターフェースにアクセスし、オペレ
ーティングパラメータデータを前記選択された項目に関連付けられたガジェットアプリケ
ーションにおいて受信するようにさせることができる。データを受信すると、次いで、ガ
ジェットアプリケーションは、１つまたは複数のガジェットアプリケーションに関連付け
られた選択された項目のオペレーティングパラメータデータを表示することができ、オペ
レーティングパラメータデータは、プロセス制御システムによってリアルタイムで生成さ
れることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】プロセスプラント内に配置された分散型プロセス制御ネットワークのブロック図
であり、サイドバーアプリケーションおよびプロセスプラント内の様々な機能と関連付け
られるその他のアプリケーションを含むディスプレイルーチンを実装するワークステーシ
ョンを含む。
【図２】プロセス制御管理システム内のシステムレベルグラフィカルサポートの集積を表
す論理ブロック図である。
【図３ａ】１つまたは複数のナビゲーションバナーおよび警告バナーを含むプロセス制御
システムの典型的な非オペレータワークステーションのグラフィカル表示である。
【図３ｂ】プロセス制御管理システムおよびプロセス制御プラントに関連付けられる情報
を表示する際に非オペレータを補助するバナーを含むプロセス制御システムの典型的な非
オペレータワークステーションのグラフィカル表示である。
【図３ｃ】プロセス制御プラントのサブシステムのメニューを表示するプロセス制御シス
テムの典型的な非オペレータワークステーションのグラフィカル表示である。
【図３ｄ】プロセス制御プラントの領域、サブシステム、その他の関連するコンポーネン
トを表示するプロセス制御システムの典型的な非オペレータワークステーションのグラフ
ィカル表示である。
【図３ｅ】プロセス制御プラントの別の領域、サブシステム、その他の関連するコンポー
ネントを表示するプロセス制御システムの典型的な非オペレータワークステーションのグ
ラフィカル表示である。
【図３ｆ】プロセス制御プラントの領域および関連するコンポーネントならびにプラント
の状況を要約するためのいくつかのアプリケーションを含むサイドバー領域を表示するプ
ロセス制御システムの典型的な非オペレータワークステーションのグラフィカル表示であ
る。
【図３ｇ】サイドバー領域ならびにプロセス制御管理システムおよびプロセス制御プラン
トの選択された部分を要約するためのサイドバーのアプリケーションを表示するプロセス
制御システムの典型的な非オペレータワークステーションのグラフィカル表示である。
【図４】プロセス制御プラントの情報およびデータを、サイドバーアプリケーションを使
用して、非オペレータユーザのために要約することができる１つの方法を示すブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、例示的なプロセスプラント１０を示し、プラント１０の様々な機能領域には、
システムレベルグラフィックサポートが提供される。典型的なものと同様に、プロセスプ
ラント１０は、１つまたは複数のコントローラ１２を有する分散型プロセス制御システム
を含み、コントローラ１２はそれぞれ、たとえばＦｉｅｌｄｂｕｓインターフェース、Ｐ
ｒｏｆｉｂｕｓインターフェース、ＨＡＲＴインターフェース、標準４～２０ｍＡインタ
ーフェースなどとすることができる入出力（Ｉ／Ｏ）デバイスまたはカード１８を介して
、１つまたは複数のフィールドデバイスまたはスマートデバイス１４および１６に接続さ
れる。また、コントローラ１２は、たとえばイーサネット（登録商標）リンクとすること
ができるデータハイウェイ２５を介して、１つまたは複数のホストまたはオペレータワー
クステーション２０～２３にも接続される。データベース２８をデータハイウェイ２５と
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接続することができ、データベース２８は、プラント１０内のパラメータ、状態ならびに
コントローラおよびフィールドデバイスと関連付けられるその他のデータを収集および保
存するために、データヒストリアンとして、かつ／または、コントローラ１２ならびにフ
ィールドデバイス１４および１６にダウンロードされ、そこに保存されるプラント１０内
のプロセス制御システムの現在の構成を保存する構成データベースとして動作する。さら
に、データベース２８は、プロセスプラント１０の様々なグラフィカル表現を提供するた
めに、グラフィカルオブジェクトを保存することができる。コントローラ１２、Ｉ／Ｏカ
ード１８ならびにフィールドデバイス１４および１６は、典型的には、過酷な場合もある
プラント環境内に配置され、そのプラント環境を通じて分散されるが、オペレータワーク
ステーション２０～２３およびデータベース２８は、制御室または制御担当者、メンテナ
ンス担当者および様々なその他のプラント担当者が容易にアクセスできる比較的過酷でな
い環境に配置されることが多い。しかしながら、いくつかの場合では、ハンドヘルドデバ
イスを使用して、これらの機能を実装することができ、これらのハンドヘルドデバイスは
、典型的には、プラント内の様々な場所へ持ち運ぶことができる。
【００１７】
　知られているように、例としてＥｍｅｒｓｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔにより販売されるＤｅｌｔａＶ（登録商標）コントローラとすることができるコントロ
ーラ１２はそれぞれ、任意の数の独立して実行されるそれぞれ異なる制御モジュールまた
はブロック２９を使用して、制御戦略を実装するコントローラアプリケーションを保存お
よび実行することができる。制御モジュール２９のそれぞれは、一般的に機能ブロックと
呼ばれるもので構成することができ、各機能ブロックは、全体的な制御ルーチンの一部ま
たはサブルーチンであり、プロセスプラント１０内のプロセス制御ループを実装するため
に、（リンクと呼ばれる通信を介して）その他の機能ブロックとともに動作する。よく知
られるように、オブジェクト指向プログラミングプロトコル内のオブジェクトとすること
ができる機能ブロックは、典型的には、トランスミッタ、センサまたはその他のプロセス
パラメータ測定デバイスなどの入力機能、ＰＩＤ、ファジー論理などの制御を実行する制
御ルーチンと関連付けられるような制御機能、または、プロセスプラント１０内の何らか
の物理機能を実行するために、バルブなどの何らかのデバイスの動作を制御する出力機能
のうち１つを実行する。もちろん、モデル予測コントローラ（ＭＰＣ）、オプティマイザ
などのハイブリッドタイプおよびその他のタイプの複雑な機能ブロックが存在する。Ｆｉ
ｅｌｄｂｕｓプロトコルおよびＤｅｌｔａＶ（登録商標）システムプロトコルは、オブジ
ェクト指向プログラミングプロトコル内に設計および実装される制御モジュールおよび機
能ブロックを使用するが、たとえばシーケンシャル機能ブロック、ラダーロジックなどを
含む任意の所望の制御プログラミングスキームを使用して、この制御モジュールを設計す
ることができ、機能ブロックまたは任意のその他の特定のプログラミング技法を使用して
設計および実装されるものに限定されるものではない。また、コントローラ１２のそれぞ
れは、アプリケーションのＡＭＳ（登録商標）スイートをサポートすることができ、予測
知能を使用して、機械設備、電気システム、プロセス設備、機器、フィールドデバイスお
よびスマートフィールドデバイス１４、１６ならびにバルブを含む生産アセットの能力お
よび性能を改善することができる。
【００１８】
　図１に示されるプラント１０では、コントローラ１２に接続されたフィールドデバイス
１４および１６は、標準４～２０ｍＡデバイスとすることができ、プロセッサおよびメモ
リを含むＨＡＲＴ、ＰｒｏｆｉｂｕｓまたはＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ（登録商標）Ｆｉｅｌ
ｄｂｕｓフィールドデバイスなどのスマートフィールドデバイスとすることができ、ある
いは、任意のその他の所望のタイプのデバイスとすることができる。Ｆｉｅｌｄｂｕｓフ
ィールドデバイス（図１では参照番号１６が付されている）などのこれらのデバイスのう
ちいくつかは、コントローラ１２内に実装される制御戦略に関連づけられる機能ブロック
などのモジュールまたはサブモジュールを保存および実行することができる。Ｆｉｅｌｄ
ｂｕｓフィールドデバイス１６のうち２つの異なるデバイス内に設けられるものとして図
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１に示される機能ブロック３０は、よく知られるようなプロセス制御を実装するために、
コントローラ１２内の制御モジュール２９の実行とともに実行することができる。もちろ
ん、フィールドデバイス１４および１６は、センサ、バルブ、トランスミッタ、ポジショ
ナなどの任意のタイプのデバイスとすることができ、Ｉ／Ｏデバイス１８は、ＨＡＲＴ、
Ｆｉｅｌｄｂｕｓ、Ｐｒｏｆｉｂｕｓなどの任意の所望の通信またはコントローラプロト
コルに適合する任意のタイプのＩ／Ｏデバイスとすることができる。
【００１９】
　図１のプロセスプラント１０において、ワークステーション２０～２３は、プラント１
０において同一担当者または異なる担当者によって実行される様々な異なる機能のために
使用される様々なアプリケーションを含むことができる。ワークステーション２０～２３
はそれぞれ、様々なアプリケーション、プログラム、データ構造などを保存するメモリ３
１と、メモリ３１内に保存されるアプリケーションのうちいずれかを実行するために使用
することができるプロセッサ３２とを含む。図１に示される例では、ワークステーション
２０は、構成ワークステーションとして示され、１つまたは複数の構成アプリケーション
３３を含む。これらの構成アプリケーション３３は、たとえば、制御モジュール生成アプ
リケーション、オペレータインターフェースアプリケーション、および任意の許可を受け
た構成エンジニアがアクセスして、制御モジュール２９および３０などの制御ルーチンま
たはモジュールを生成し、プラント１０の様々なコントローラ１２およびデバイス１６に
ダウンロードすることができるその他のデータ構造を含むことができる。ワークステーシ
ョン２１は全体的に、制御オペレータ閲覧ワークステーションとして、図１に示され、複
数の表示アプリケーション３４を含む。これらのアプリケーション３４は、プロセスプラ
ント１０の動作中に様々な表示を制御オペレータに提供して、そのオペレータが、プロセ
スプラント１０内で、またはプラントの様々なセクションで起こることを閲覧および制御
できるようにすることができる。アプリケーション３４は、制御診断アプリケーション、
調整アプリケーション、レポート生成アプリケーション、または制御機能を実行する際に
制御オペレータを補助するために使用することができる任意のその他の制御サポートアプ
リケーションなどのサポートアプリケーション３４Ａを含むことができる。同様に、ワー
クステーション２２は、メンテナンス閲覧ワークステーションとして示され、かつ、複数
のメンテナンスアプリケーション３５を含む。このアプリケーション３５をメンテナンス
担当者が使用して、プラント１０のメンテナンスの必要性を閲覧する、様々なデバイス１
４、１６などの動作状況または作動状況を閲覧することなどができる。もちろん、アプリ
ケーション３５は、メンテナンス診断アプリケーション、較正アプリケーション、振動分
析アプリケーション、レポート生成アプリケーション、またはプラント１０内でメンテナ
ンス機能を実行する際にメンテナンス担当者を補助するために使用することができる任意
のその他のメンテナンスサポートアプリケーションなどのサポートアプリケーション３５
Ａを含むことができる。ワークステーション２３は、プラントメンテナンスおよび制御な
どを補助するためのトレーニング、プラントモデル化などのためを含む任意の数の目的の
ために、プラント１０またはプラント１０の様々なセクションの動作をシミュレーション
するために使用することができる複数のシミュレーションアプリケーション３６を含む、
シミュレーションワークステーションとして示される。また、さらに後述するように、ワ
ークステーション２０～２３はそれぞれ、１つまたは複数のスモールアプリケーションを
編成および管理してプロセスシステムの状態に関する診断およびサマリ情報をユーザに提
示するためのサイドバーアプリケーション４０を含むことができる。
【００２０】
　もちろん、様々な構成、制御、メンテナンス、シミュレーション、診断およびサマリア
プリケーション３３～３６および４０は、それらの機能のうち１つに専用の様々なワーク
ステーションに配置されるものとして図１には示されるが、これらのまたはその他の機能
に関連付けられる様々なアプリケーション３３～３６および４０を、プラント１０のニー
ズおよび設定に応じて、プラント１０の同一または異なるワークステーションまたはコン
ピュータ内に配置し、そこで実行できることが理解されよう。したがって、たとえば１つ
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または複数のシミュレーションアプリケーション３６および制御アプリケーション３３は
、同一のワークステーション２０～２３内で実行することができる一方、異なる個別のシ
ミュレーションアプリケーション３６または異なる個別の制御アプリケーション３３は、
ワークステーション２０～２３の異なるワークステーション内で実行することができる。
【００２１】
　図２は、プロセス制御プラントの様々なレベルの表現を示すブロック図である。グラフ
ィカルサポート層は、構成、オペレータ閲覧、メンテナンス閲覧、シミュレーション、ビ
ジネス、およびプラント１０のその他の機能領域を含む、プラント１０の様々な機能領域
のそれぞれのグラフィック表示およびデータ構造のニーズをサポートするために、プロセ
スプラント１０のシステムレベル４４において提供される。サポートのこのシステムレベ
ル４４が、図２に図表的に示され、図２にはプラント動作レベル４１、プラント機能レベ
ル４２およびシステムレベル４４が示される。図２から分かるように、プラント動作レベ
ル４１は、制御ルーチンまたはモジュール２９および３０、ならびにプラントのルーチン
の間にプラント動作を実装するためにプラント１０内で動作するその他のソフトウェアを
実行するコントローラ１２、フィールドデバイス１４、１６などを含む。プラント機能レ
ベル４２は、構成機能ブロック４６、制御機能ブロック４７、メンテナンス機能ブロック
４８およびシミュレーションブロック４９を含むものとして示されるが、エンジニアリン
グおよびビジネス機能またはサイドバーアプリケーション機能ブロックなどのその他のま
たは異なる機能を同様に提供することができる。構成機能ブロック４６は、プラント動作
レベル４１内のコンポーネントとインターフェースまたは通信して、そこに制御戦略また
は制御モジュールを提供する構成ルーチン３３を実装する。制御機能ブロック４７は、制
御閲覧およびその他のアプリケーション３４および３４Ａを含み、制御閲覧およびその他
のアプリケーション３４および３４Ａは、プラント１０内オペレータにより開始された変
更を実装し、制御ディスプレイ３４Ｄを介してオペレータに情報を提供し、制御アプリケ
ーション３４Ａに関するデータを取得するなどのために、同じく、プラント動作レベル４
１内の様々な物理および論理コンポーネントと、典型的には直接インターフェースまたは
通信する。メンテナンス機能ブロック４８は、メンテナンスルーチンおよびアプリケーシ
ョン３５および３５Ａを含み、メンテナンスルーチンおよびアプリケーション３５および
３５Ａは、メンテナンスプロシージャを実装する、メンテナンスデータを収集する、メン
テナンスディスプレイ３５Ｄを介してメンテナンスデータまたは情報をメンテナンス担当
者に提供する、診断アプリケーション３５Ａを診断するなどのために、プラント動作レベ
ル４１内の様々な物理および論理コンポーネントとインターフェースまたは通信する。同
様に、シミュレーション機能ブロック４９は、シミュレーションルーチン３６を含み、シ
ミュレーションルーチン３６は、プラント１０のシミュレーションを実装し、プラント１
０に関するデータを取得するために、プラント動作レベル４１内のコンポーネントに通信
可能に結合することができる。
【００２２】
　図２に示すように、システムレベル４４は、たとえば、様々な機能領域４６～４９内で
使用するためのソフトウェアオブジェクト、複合形状およびグラフィカル表現などの共通
データベースおよびディスプレイ構造の生成およびメンテナンスを可能にするために、プ
ラント機能レベル４２内の各機能ブロック４６～４９に結び付き、各機能ブロック４６～
４９をサポートする。より具体的には、システムレベルサポート層４４は、アプリケーシ
ョンエレメント、データベースエレメントおよびグラフィカルサポートエレメントを含み
、これらのエレメントは、システムサポート層４４で生成される共通データベース構造お
よび複合形状を使用して集積される、または発展される各機能ブロック４６～４９内で実
行されるグラフィカルアクティビティを可能にする。
【００２３】
　システム機能レベル４４は、グラフィカルエディタ５０と、サイドバーアプリケーショ
ン５１と、グラフィカルオブジェクトデータベース５２とを含むことができる。グラフィ
カルエディタ５０を使用して、複合形状５４およびグラフィック表示５６を生成すること
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ができるが、グラフィックオブジェクトデータベース５２は、複合形状５４およびディス
プレイ５６を、エディタ５２によって、またブロック４６～４９の様々なアプリケーショ
ンによってアクセスできるメモリ内に保存する。サイドバーアプリケーション５１は、以
下にさらに述べるように、ツールバー、オーバーレイ、グラフィック表示５６のための様
々なプロセス制御システムコンポーネント、フィールドデバイス１４、１６などと通信す
る「ガジェット」アプリケーションのその他のスイートを提供することができる。一実施
形態において、サイドバーアプリケーション５１は、典型的なオペレータレベルより上の
位置に、システムユーザのためにカスタマイズ可能な状況認識を提供することができる。
また、サイドバーアプリケーション５１は、サポート層４４、機能層４２および動作層４
１の各コンポーネントと通信して、各層４４、４２および４１からのデータが全てのレベ
ルでユーザとワークステーション（たとえば、ワークステーション２０～２３）との間で
そこを通過することができる導管を提供することができる。また、データベース５２は、
グラフィカルエディタアプリケーション５０およびサイドバーアプリケーション５１、あ
るいは、複合形状５４に関するサブエレメントおよびプラント動作レベル４１内の個々の
ハードウェアエレメントおよびソフトウェアエレメントにオブジェクトをリンクするデー
タ構造を含むその他のシステムレベル４４アプリケーションによって使用するための様々
なオブジェクト５８を保存することもできる。さらに、データベース５２は、テンプレー
ト、サブエレメント、およびサイドバーアプリケーション、複合形状または表示をさらに
生成するために使用できるプリミティブを保存することができる。図２からわかるように
、グラフィック表示エレメント５４、表示５６およびその他のデータベース構造５８は、
サイドバーアプリケーションおよびそれらの機能ブロックに関連付けられるグラフィック
を生成および使用するために、機能ブロック４６～４９のうちいずれかおよび全てが使用
することができる。
【００２４】
　一般的に言えば、以下のように、システムレベル４４により、ユーザの能力が、プロセ
ス制御システムの様々な領域、サブシステムおよびコンポーネントと関連付けられるグラ
フィック表示に表示されている設備と関連付けられるデータと容易に結びつき、ユーザが
、１つまたは複数のサイドバーアプリケーションのデータを容易に要約できるようになる
。理解されるように、システムレベル４４を使用して、機能領域４６～４９のそれぞれに
おける複数のアプリケーションに関するグラフィックおよびデータベースサポート、機能
領域４６～４９の異なる領域における異なるアプリケーションに関するグラフィックおよ
びデータベースサポートなどを提供することができる。
【００２５】
　図１を再び参照すると、システムレベル４４は、その他のワークステーショ
ン２０～２３のそれぞれに接続することができる１つまたは複数の追加のワークステーシ
ョン６０またはユーザインターフェースを使用して実装することができる。ワークステー
ション６０は、一般的には、監督者、管理、メンテナンス、あるいは、またはサイドバー
アプリケーション５１、グラフィックエディタ５０、データベース５２、ならびに所望で
あればその他のエレメント５４、５６および５８を含むその他の非オペレータアプリケー
ションを含むことができる。さらに、ワークステーション６０を、データバス２５を介し
て、別個の有線または無線通信接続（図１には点線で示される）を介して、あるいは任意
のその他の所望の方法で、ワークステーション２０～２３に通信可能に接続することがで
きる。図１に示される構成において、ワークステーション６０は、サイドバーアプリケー
ション５１内の「ガジェット」アプリケーションのスイートを実行して、ユーザが、様々
な機能領域、サブシステム、デバイス１４、１６およびプロセス制御システムのその他の
コンポーネントからの様々なプロセス制御システムデータを表示するために、サイドバー
アプリケーション５１を構成できるようにすることができる。一実施形態では、ユーザは
、グラフィック表示内のプロセス制御システムのリアルタイムビジュアライザイションを
閲覧し、グラフィック表示内に示される様々な項目（たとえば、領域、コンポーネント、
デバイスなど）を、サイドバーアプリケーション５１に「ドラッグアンドドロップ」する
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ことができる。次いで、選択された項目の様々なオペレーティングパラメータは、ユーザ
によりリアルタイムで監視されることができる。次いで、構成されたサイドバーアプリケ
ーション５１を、図２に示され、様々なワークステーション２０～２３またはその他のワ
ークステーション６０上で実装される様々な機能ブロック４６～４９がアクセスおよび使
用するために、データベース５２に保存することができる。例示を目的として、システム
レベルブロック４４および機能レベルブロック４６～４９の機能を、図１の異なるまたは
別個のワークステーション２０～２３および６０上で実装されるものとして示すが、これ
らの様々なブロックと関連付けられるアプリケーションのうちいずれかまたは全てが、プ
ロセスプラント１０内の、またはプロセスプラント１０と関連関連付けられる同一または
異なるワークステーションあるいはその他のコンピュータ上で実装できることが理解でき
よう。したがって、サイドバーアプリケーション５１は、その他のワークステーション２
０～２３および６０のいずれか、または、プラント１０と関連付けられ、スタンドアロー
ンまたは別個のコンピュータである必要はない任意のその他のコンピュータに保存され、
そこで実行することできる。
【００２６】
　上述のように、図２のシステムレベル４４は、様々な機能環境で、ならびに、より高い
レベルのディスプレイ機能を提供するために使用することができるシステムレベルディス
プレイおよびデータベースオブジェクトを実装する。一般的に言うと、図２のシステムレ
ベル４４で生成される表示オブジェクトは、複合形状およびグラフィック表示として分類
することができる。複合形状は、一般的には、バルブ、センサ、ポンプ、コントローラ、
タンク、リアクタ、バーナー、パイプ、管継手などのようなハードウェアデバイスなどの
、プラント内の特定の物理エンティティと関連付けられる表示オブジェクトである。グラ
フィック表示は、一般的には、１組の相互接続された複合形状で構成され、ユニット、領
域、デバイスなどプラント内のハードウェアのより複雑なセットを表現およびモデル化す
るために使用され、異なるハードウェアユニット間の相互接続を含む。複合形状は、それ
自体が複合形状であってよい複数のサブエレメントで構成することができる。換言すると
、複合形状５４は、入れ子式にすることができる。たとえば、リアクタのグラフィック表
示内のタンクの複合形状は、バルブ、管継手、センサ、アジテータなどの１つまたは複数
の複合形状を含むことができ、それらはそれぞれ、方形、楕円形、線分などで構成される
。同様に、グラフィック表示も、１つまたは複数の複合形状を含むことができる。さらに
、グラフィック表示は、グラフ、表、およびプラントや、ワークステーション２０～２３
および６０内で動作する診断およびビジネスアプリケーションなどのその他のアプリケー
ションなどから提供されるその他のデータを含むことができる。さらに以下に論じるよう
に、グラフィック表示を閲覧するユーザは、ユニット、領域、デバイス、複合形状などの
いずれかをグラフィック表示から選択し、サイドバーアプリケーション５１またはサイド
バーアプリケーションの具体的なガジェットへとドロップし、（システムのコントローラ
１２または実際のデバイス１４、１６、ユニット、領域などから、選択された項目へ）通
信され、サイドバーアプリケーション５１内に表示されるデータを閲覧および管理するこ
とができる。
【００２７】
　図３ａは、全体的に、プロセス制御システムの典型的な非オペレータワークステーショ
ンのグラフィック表示３００を示し、ユーザがグラフィック表示３００内のプロセスプラ
ント１０に関する様々な情報を表示するために選択できる１つまたは複数のバナーを含む
。一実施形態では、グラフィック表示３００は、１つまたは複数のナビゲーションバナー
３０５と、１つまたは複数の警告バナー３１０とを含む。ナビゲーションバナー３０５は
、プロセスプラント１０の様々な領域およびサブセクション（たとえば、石油処理プラン
トに関しては、ウェルヘッドタブ、マニフォルドタブ、ＭＡＧ［位置指定子］システムタ
ブなど）のリアルタイムのグラフィカル表現を表示するために、１つまたは複数のユーザ
選択可能なタブを含むことができる。警告バナー３１０は、１つまたは複数のメッセージ
、フィールドデバイス１４、１６の名前、制御モジュール名、またはプラントの１つまた
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は複数の部分が所望のパラメータの外側で動作していることを示すその他の情報を表示す
るために、１つまたは複数のユーザ選択可能なタブを含むことができる。いくつかの実施
形態では、警告バナー３１０内のタブは、ユーザが、警告に関する項目の性能に関連して
アクションをとるべきである視覚的インジケータ（たとえば、異なる色、フラッシュなど
への変更）を表示することができる。図３ｂに全体的に示されるように、追加の警告情報
３１４を表示するために、誤作動制御モジュール表示３１２を選択することができる。い
くつかの実施形態では、追加の警告情報３１４は、影響を受けたデバイス１４、１６のタ
イプ、影響を受けたデバイスの名前、エラータイトル、および誤作動の時刻を示すことが
できる。もちろん、物理的場所、警告の持続時間、誤作動の深刻度などのその他のタイプ
の情報を表示することもできる。ナビゲーションバナー３０５内のタブは、名前またはユ
ーザが警告に関する項目の性能に関連してアクションをとるべきであるその他の情報に関
連する視覚的インジケータ（たとえば、異なる色、フラッシュなどへの変更）を最初に表
示することができる。
【００２８】
　図３ｃは、全体的に、ナビゲーションバナー３０５の選択されたナビゲーションタブ３
１６を示す。タブ３１６を選択すると、選択されたタブ３１６に関連付けられるプロセス
プラント１０のサブシステムまたは領域に関する追加情報を、グラフィック表示３００内
に表示することができる。ユーザによるさらなる選択のために、様々なセクションまたは
サブシステム情報３１８を一覧にすることができる。たとえば、石油精製プラント内で、
ナビゲーションバナー３０５からナビゲーションタブ３１６を選択すると、サブシステム
情報３１８として、ＭＡＧ　Ｓｙｓｔｅｍの各サブシステムを表示することができる。図
３ｃに示されるように、表示されたサブシステムのそれぞれは、選択されたサブシステム
のさらなるサブシステム、領域、デバイス１４、１６またはコンポーネントを含むことも
できる。また、表示されたサブシステムは、グラフィック表示３００内の項目に関する追
加情報を表示するために選択可能とすることもできる。一実施形態において、ナビゲーシ
ョンバナー３０５からタブ３１６を選択しても、および／また、サブシステム情報３１８
内に表示された項目のうち１つを選択しても、グラフィック表示３００内に選択された項
目のビジュアル表現を表示することができる。図３ｄを参照すると、タブ３１６のユーザ
選択により、グラフィック表示３００に、選択されたタブ３１６に最も密接に関連付けら
れるプラント１０の一部分の表現を表示させることができる。それに加えて（あるいはそ
れに代えて）、サブシステム情報３１８から項目のうち１つまたは複数をユーザが選択し
ても、選択された１つまたは複数の項目と最も密接に関連付けられるプラントの一部分の
表現を表示することもできる。たとえば、「Ｇｌｙｃｏｌ　Ｔｒａｉｎ２」サブシステム
情報３１８から「Ｇ　Ｇｌｙｃｏｌ　Ｃｏｎｔａｃｔｏｒ」のみを選択することに
より、ディスプレイ３００に、Ｇ　Ｇｌｙｃｏｌ　Ｃｏｎｔａｃｔｏｒおよび関連するシ
ステムまたはデバイス１４、１６のみを表示させることができる。「Ｇｌｙｃｏｌ　Ｔｒ
ａｉｎ２」サブシステム情報３１８から「Ｇ　Ｇｌｙｃｏｌ　Ｃｏｎｔａｃｔｏｒ」、「
Ｇ　Ｇｌｙｃｏｌ　Ｓｃｒｕｂｂｅｒ」および「Ｇ　Ｍｅｔｅｒｉｎｇ　Ｓｔａｔｉｏｎ
」を選択することにより、ディスプレイ３００に、３つの関連するシステムならびにそれ
らに関連するコンポーネント、接続およびデバイスの全てを表示させることができる。
【００２９】
　さらに図３ｅを参照すると、バナー３０５、３１０、タブ３１６およびサブシステム情
報３１８のうち１つまたは複数の項目をユーザが選択することにより、グラフィック表示
３００に、デバイスのユニット、領域、サブシステムまたはコレクションのグラフィカル
表現３３０を表示させることができる。領域表現３３０は、１つまたは複数のシステム３
３２を含むことができ、このシステム３３２は、１つまたは複数のデバイス１４、１６（
図３ｅに示されるようなデバイス３３６など）をさらに含む１つまたは複数のコンポーネ
ント３３４を含む。ユーザは、後述するように、サイドバーアプリケーションを用いる試
験または連続する監視のためのシステム３３２、コンポーネント３３４およびデバイス３
３６のうち１つまたは複数をさらに選択することができる。
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【００３０】
　図３ｆは、全体的に、領域表現３３０と、サイドバーアプリケーションインターフェー
ス３５０とを含むグラフィック表示３００を示す。ユーザは、領域表現３３０を閲覧しな
がら、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０を使用して、表示されたシス
テム３３２、コンポーネント３３４およびデバイス３３６のうち１つまたは複数に関する
リアルタイム性能またはその他のデータを監視または要約することができる。いくつかの
実施形態では、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０は、プラント１０内
のシステム３３２、コンポーネント３３４、デバイス３３６およびその他の項目のオペレ
ータ（たとえば、メンテナンス担当者、エンジニア、ビジネス管理など）よりも高いレベ
ルで、状況認識を表示するために、いくつかのより小さなアプリケーション、サイドバー
モジュールまたは「ガジェット」を提供する。サイドバーアプリケーション３５０ととも
に含まれるサイドバーガジェットのいくつかを、ユーザによって選択された項目に関する
具体的な情報を提供するように設計することができる。たとえば、サイドバーアプリケー
ションは、局所ノード情報３６２、システムノード情報３６４、デバイス情報３６６、ユ
ーザログイン情報３６８、トレンド情報３７０およびその他の情報３７２を表示するため
に、１つまたは複数のガジェットを含むことができる。サイドバーアプリケーション３５
０によって提供された情報を監視するために、ユーザは、領域表現３３０から１つまたは
複数の項目のうちいずれかを選択し、選択された１つまたは複数の項目をサイドバーアプ
リケーションインターフェース３５０内のガジェット３６２～３７２のいずれかと関連付
けることができる。たとえば、ユーザは、マウスポインタなどの典型的なワークステーシ
ョンのポインタ制御および一般的に知られるような「ドラッグおよびドロップ」方法を使
用して、項目を選択し、関連付けることができる。サイドバーアプリケーション３５０と
関連付けられると、選択された項目に関連するサマリおよびその他のデータを、さらに本
明細書で説明されるように、ガジェットアプリケーションの１つまたは複数の第２の表示
内でユーザに表示することができる。
【００３１】
　グラフィック表示３００内でユーザに示されるプロセスまたはプラント１０の任意の部
分を、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０にドラッグおよびドロップし
て、選択された部分の構成要素に関する情報を表示することができる。たとえば、ユーザ
は、数多くのコンポーネントを含むプラントの「高レベル」部分を選択することができる
。これらのコンポーネントはそれぞれ、バルブ、メーター、モニタなどのいくつかのデバ
イスおよび、これと通信するいくつかのオペレータワークステーションまたはノードを有
する（たとえば、リアクタ、分解装置、ボイラーなど）。ユーザは、選択された部分をサ
イドバーアプリケーションインターフェース３５０のガジェットにドロップして、選択さ
れた部分から１つまたは複数のより低いレベルのカテゴリーの情報を表示することができ
る。たとえば、ユーザは、数多くのデバイスおよびオペレータワークステーションを含む
高レベル部分を、デバイスガジェット３６６にドロップして、サイドバーアプリケーショ
ン内のデバイス情報を表示したり、システムノードガジェット３６４にドロップして選択
したものと通信するワークステーションまたはノードに関する情報を表示したりすること
ができる。選択された部分をサイドバーアプリケーションインターフェース３５０にドロ
ップすると、ガジェット３６２～３７２のうち１つまたは複数は、ガジェットと整合する
選択された部分からの全てのデータをポピュレートすることができる。代替的には、選択
された部分をサイドバーアプリケーション３５０にドロップすることにより、ガジェット
と整合する選択された部分からの全てのデータに移植される１つまたは複数のメニューが
現れるようにすることができる。これらのメニューにより、ユーザがどのオペレーティン
グパラメータおよびデバイスデータを監視したいと望むのかを、ユーザ自身がサイドバー
アプリケーション３５０から選択できるようにすることができる。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、サイドバーガジェット３６２～３７２は、ガジェットと
関連付けられた１つまたは複数の項目に関する特定の「キー」パラメータを表示すること



(15) JP 5823673 B2 2015.11.25

10

20

30

40

50

ができる。これらのパラメータを初期設定によって選択したり、ユーザがカスタマイズし
たりすることによって、プラント１０の数多くのシステム、コンポーネントおよびデバイ
スの非常に詳細なビューを有する必要はないが、プラント１０のパラメータのうちいくつ
かに興味をもつ場合がある、メンテナンス担当者、エンジニアリング担当者、ビジネス担
当者、およびその他の非オペレータ担当者にとって重要な情報を表示することができる。
ガジェット３６２～３７２は、対象となる選択された領域またはシステムが正常に機能し
ているか否かをユーザに伝える情報を表示することができるが、ユーザが表示された情報
をさらに選択およびリファインするための諸ステップを踏まない限り、より詳細な情報を
直ぐには表示しない。たとえば、プラント１０の製造は、いくつかの別個の段階で完了す
るプロセスを含むことができる。オペレータは、そのプロセスの各段階の各態様を制御す
るが、ビジネスマネージャは、製造がどのくらい緊密に完了するかにのみ興味をもつ場合
があり、メンテナンスマネージャは、不規則に挙動した、または最近交換された特定のバ
ルブの機能にのみ関心がある場合があり、エンジニアは、特定のシステムのポジティブ性
能またはネガティブ性能全体、あるいは、プロセス全体にのみ関心を持つ場合がある。そ
のような場合、ビジネス担当者、メンテナンス担当者およびエンジニアリング担当者など
はそれぞれ、オペレータにとって必要となる詳細を含まずに、プロセスの選択された部分
に関する情報のみを表示するように、サイドバーアプリケーション３５０を構成すること
ができる。しかしながら、非オペレータユーザが監視される項目をさらに調査したいと望
む場合は、そのユーザは、ガジェット３６２～３７２内に示されるサマリ情報と関連付け
られる１つまたは複数のハイパーリンクまたはホットリンクを選択して、その項目に関す
るより詳細な情報を表示することができる（すなわち、ユーザは、表示された項目に関す
る所望のレベルの詳細を「ドリルダウン」することできる）。
【００３３】
　図３ｆによって示されるように、ガジェット３６２～３７２は、ユーザがガジェットの
うち１つまたは複数にドロップした選択された項目に関する様々な情報を要約および表示
することができる。以下のガジェットの記載は、表示され得るタイプの要約および情報の
例であるが、これらの記載は、上述のようにサイドバーアプリケーションインターフェー
ス３５０によって表示され得るキーパラメータのタイプに限定されるものではない。各ガ
ジェットは、コンピュータメモリ内に維持され、そのコンピュータのプロセッサ上で実行
されるコンピュータ実行可能命令を含むことができる。各ガジェットは、サイドバーアプ
リケーション５１の子アプリケーションを含むことができる。図３ｆに示されるように、
各ガジェット３６２～３７２は、以下にさらに記載されるように、選択されたデータが表
示される表示領域を含むことができる。
【００３４】
　局所ノードガジェット３６２は、ユーザがグラフィック表示３００をそこで閲覧してい
る特定のワークステーションに関連する情報を表示することができる。たとえば、局所ノ
ードガジェット３６２は、ワークステーションのハードウェアステータス、ワークステー
ションによって現在実行されているサービス、ワークステーションの構成（たとえば、ハ
ードウェアおよび／またはソフトウェア）などを含むワークステーションに関する情報を
表示することができる。
【００３５】
　システムノードガジェット３６４は、ユーザが監視するために選択するその他のワーク
ステーションに関する名前およびその他の情報を表示することができる。システムノード
ガジェット３６４は、ノード名およびタイプ（たとえば、コントローラ、コントローラ監
督者など）を表示するとともに、ノード機能の任意のその他の一般的な表示を示すことが
できる。たとえば、システムノードガジェット３６４内のノード名を、ノードが適切に機
能しているか否かを示す特定のステータスカラー（たとえば、赤または緑）で表示するこ
とができる。ステータスカラーを、システムノードの１つまたは複数の初期設定またはユ
ーザ定義の属性と関連付けて、ステータスカラーを決定することができる。たとえば、初
期設定またはユーザ設定は、ノードが登録され、プロセス制御システムと通信している場
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合、ステータスカラーは緑となる。一方、ノードがプロセス制御システムとの通信してい
ない場合には、表示されたステータスカラーは赤となる。もちろん、プラント１０または
プロセス制御システムのその他の属性を、システムノードガジェット３６４と関連付けて
、ユーザにサマリ情報を提供してもよい（たとえば、ノードが、所望のレベルの性能を達
成しているかどうか、プラントまたはシステムに変更がなされたかどうか、など）。
【００３６】
　デバイスガジェット３６６は、グラフィック表示３００内に表示される１つまたは複数
のデバイス３３６（たとえば、バルブ、バルブポジショナ、スイッチおよびトランスミッ
タ）に関するサマリ情報を表示するように構成することができる。あるいは、デバイスガ
ジェット３６６は、グラフィック表示３００内に示されるプロセス制御プラントの１つま
たは複数のデバイスまたは領域のコンポーネントであってもよい。デバイスガジェット３
６６内のデバイスに関するサマリ情報は、ユーザが見たいと望む選択されたデバイスに関
する任意の情報、たとえば、デバイス名、デバイスの場所、ステータス識別子などを含む
ことができる。
【００３７】
　現在のログインガジェット３６８は、プロセス制御システムにログインした１人または
複数のユーザのためにサマリ情報を表示するように構成することができる。ログインした
ユーザは、オペレータ、マネージャ、エンジニア、メンテナンス担当者、あるいはグラフ
ィカル表示３００またはプロセス制御システムおよびプラント１０のその他のリアルタイ
ムのグラフィック表現を閲覧できる任意のその他の担当者のうち１人または複数を含むこ
とができる。各ログインに関するサマリ情報は、ユーザ名、物理的場所またはネットワー
ク上の場所、ステータス（たとえば、ビジー、アウェイなど）、または現在のアクティビ
ティ（たとえば、デバイス交換中、ルーチンメンテナンス実行中、領域調査中など）を含
むことができる。
【００３８】
　トレンド値ガジェット３７０は、一定の期間にわたる任意の選択されたシステムコンポ
ーネントの性能またはその他の測定値を示す線グラフまたはその他の表現の形態で、サマ
リ情報を表示するように構成することができる。たとえば、ユーザは、グラフィック表示
３００からトレンド値ガジェット３７０にコンポーネント３３４をドラッグおよびドロッ
プすることができる。次いで、トレンド値ガジェットの表示領域は、一定の期間にわたる
選択された項目の１つまたは複数の性能値を示すことができる。選択された項目が２つ以
上の可能な性能の測定値を含む場合、次いで、トレンド値ガジェット３７０を、１つまた
は複数の選択された測定値を表示するように構成することができる。さらに、項目の性能
トレンドが示される一定の期間は、ユーザの所望に応じて、より長い期間またはより短い
期間に構成することができる。もちろん、トレンド値ガジェット３７０は、性能の表示さ
れた測定値および／または一定期間について、１つまたは複数の初期設定を含んでもよい
。
【００３９】
　ウォッチウィンドガジェット３７２は、任意のユニット、領域、デバイス３３６、コン
ポーネント、またはグラフィック表示から選択されたその他の項目に関するサマリ情報を
表示するように構成することができる。ウォッチウィンドガジェット３７２はさらに、プ
ロセス制御システムおよびプラントの異なる部分と関連付けられたグラフィック表示を閲
覧しながら、あるいは、ワードプロセッシングまたはプロセス制御システムとは通常は無
関係のその他のアプリケーションなどの別のアプリケーションを閲覧しながら、ユーザが
監視または追跡したいと望む選択された項目に関するサマリ情報を表示するように構成す
ることができる。いくつかの実施形態において、ユーザは、第１のコンポーネント３３４
、デバイス３３６、またはその他の項目を、第１のグラフィック表示３００から、ウォッ
チウィンドガジェット３７２にドラッグおよびドロップすることができる。ガジェット３
７２は、次いで、その第１の項目に関するサマリ情報を表示することができる。次いで、
ユーザは、そのグラフィック表示３００を、プロセス制御システムまたはプラントの第２
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の部分の表現を示す第２のグラフィック表示に変え、第２のコンポーネント３３４、デバ
イス３３６またはその他の項目を、その第２のグラフィック表示からウォッチウィンドガ
ジェット３７２にドラッグおよびドロップして、その第２の項目に関するサマリ情報を同
じように表示することができる。次いで、ユーザは、プロセス制御システムの閲覧からワ
ードプロセッシングアプリケーションによる作業に切り替えることができる。次いで、ウ
ォッチウィンドガジェット３７２は、ユーザが閲覧または作動しているのがグラフィック
表示３００であるか任意のバックグラウンドアプリケーション（ワードプロセッシングア
プリケーションなど）であるかに関係なく、第１の選択された項目と第２の選択された項
目の両方に関するサマリ情報を表示することができる。その他の実施形態において、ユー
ザは、特定のグラフィック表示３００を閲覧しながら、ウォッチウィンドガジェット３７
２に関する様々な項目を選択することができる。その後、ユーザがその特定のグラフィッ
ク表示を閲覧するときはいつでも、ウォッチウィンドガジェット３７２は、その特定の表
示に関連して予め選択された項目に関するサマリ情報を表示することができる。
【００４０】
　図３ｇを参照すると、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０ガジェット
３６２～３７２のいずれかに表示された情報のいずれかは、さらなる情報を含むことがで
きるが、このさらなる情報は、ユーザが上述のように情報を選択してその他のレベルの詳
細に「ドリルダウン」する際に、ガジェットの第２の表示３８２内に表示するためにアク
セス可能とすることができる。たとえば、ウォッチウィンドガジェット３７２は、ユーザ
が観察するために選択したプロセス制御システムまたはプラント内の特定の項目に関する
デバイス名またはその他のサマリ情報を表示することができる。ユーザが、選択されたデ
バイスのうち１つに関するさらなる情報を望む場合、ユーザは、ウォッチウィンドガジェ
ット３７２の表示（たとえば、デバイス＃ＦＩＣ－１０１／ＰＩＤ１／ＰＶ３３．６７）
の中から項目を選択して、ガジェットに、主ガジェットに表示されたその特定のデバイス
に関連するより詳細な情報をさらに示すガジェットの第２の表示３８２を開かせるように
することができる。モジュール３６２～３７２のそれぞれは、ガジェットの第２の表示３
８２およびさらなる表示（たとえば、ガジェットの第３の表示、第４の表示など）を含む
ことができ、さらなる表示から、ユーザは、表示された情報に関するより高いレベルの詳
細まで「ドリルダウン」することができる。いくつかの実施形態において、ガジェットの
第２の表示３８２は、一定の期間にわたる選択されたデバイスの性能またはその他の項目
と比較して、色分けされた線グラフを示すことができる。
【００４１】
　さらなる諸実施形態において、バナー３０５、３１０、タブ３１６またはサブシステム
情報３１８のいずれかから項目を選択し損ねる、または、サイドバーアプリケーション３
５０とインタラクトし損ねるなどのユーザの不行動は、関連付けられたバナー、メニュー
、項目または表示されたアプリケーションを、グラフィック表示３００からフェードさせ
る、さもなければ、消滅させることができる。その他のユーザアクションは、たとえば、
マウスカーソルを、その項目の消滅、別のメニューの選択、あるいはその他のアクション
の前に、項目が表示されたグラフィック表示３００の領域に移動させることにより、バナ
ーまたは項目を再び現すことができる。
【００４２】
　図４によって示されるように、サイドバーアプリケーション５１は、方法４００、連続
する諸ステップ、またはコンピュータ可読メモリ内に保存されるルーチンの形態で命令を
含むことができ、これらは、上述のように、様々なガジェット３６２～３７２内のサマリ
および管理情報を表示するために、プロセス制御システムまたはプラントのワークステー
ションのプロセッサまたはその他のコンピュータによって実行することができる。ルーチ
ン４０２において、ユーザは、図３ｄ～図３ｇに示されるようなデバイス、コンポーネン
トまたは領域などの、部分またはプロセス制御システムを表示することができる。いくつ
かの実施形態において、ユーザは、プロセス制御システムの複雑で詳細なビューを必要と
しないが、プロセスのある特定の「キーパラメータ」を監視することから恩恵をうける、
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オペレータ以外のユーザとすることができる。ルーチン４０４において、方法４００は、
プロセス制御システムの１つまたは複数のキーオペレーティングパラメータを決定するこ
とができる。先に簡単に説明したように、キーパラメータは、プロセス制御システムおよ
びプラントの何らかの定量化可能な部分とすることができる。キーパラメータは、システ
ムによって自動的に、もしくは、ユーザによって手動で選択されることができる。キーパ
ラメータを自動的に選択することができるいくつかの実施形態において、方法４００は、
１つまたは複数の属性またはユーザにしたがって、何が、ユーザにとって最も重要または
興味がある１つまたは複数のパラメータとなり得るかを決定することができる。たとえば
、方法は、ユーザの職位、グラフィック表示へのアクセスの履歴、最近該ユーザによって
閲覧または編集された文書、ログイン情報、現在のプロジェクト割り当て、あるいは、シ
ステムまたはプラントの１つまたは複数のキーパラメータに対する特定の興味を示すその
他の関連データに基づいて、キーパラメータを決定することができる。その他の実施形態
において、ユーザは、システムまたはプラントにおけるユーザの個人的な興味に基づいて
、キーパラメータを手動で選択することができる。たとえば、ユーザは、自身がリアルタ
イムの製品準備完了日に基づいて販売を開始できるように、システムが、いつ特定の製品
を完成させるかを判断することに興味をもつビジネスマネージャであってもよい。メンテ
ナンス担当者は、システム内の１つまたは複数の領域、コンポーネントまたはデバイスの
機能に関心があり、したがって、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０内
の表示に関するそれらの項目のうち１つまたは複数を手動で選択することができる。また
、エンジニアは、プロセス制御システム内の特定のステップの機能に関心があり、サイド
バーアプリケーションを用いて、監視する１つまたは複数の項目を手動で選択することが
できる。
【００４３】
　ルーチン４０６において、方法４００は、ルーチン４０４で決定されたキーパラメータ
を、サイドバーアプリケーションインターフェース３５０の１つまたは複数のガジェット
３６２～３７２と関連付けることができる。上述のように、ユーザは、選択された項目を
グラフィカル表示３００から、通常はサイドバーアプリケーション３５０に、あるいはア
プリケーションの１つまたは複数の特定のガジェット３６２～３７２にドロップすること
によって、ルーチン４０６を開始することができる。たとえば、ユーザは、グラフィック
表示３００のコンポーネント３３４を選択し、そのコンポーネント３３４をサイドバーア
プリケーションインターフェース３５０にドラッグし、さらにそのコンポーネント３３４
をアプリケーションインターフェース３５０の一般的なビジュアルプロキシミティにドロ
ップすることができる。次いで、サイドバーアプリケーション５１は、ガジェット３６２
～３７２のいずれかのなかで、選択されたコンポーネントの様々なパラメータのうちどれ
を表示できるかを決定し、それらのパラメータを表示することができる。それに加えて、
またはそれに代えて、サイドバーアプリケーション５１は、ガジェット３６２～３７２の
うち１つまたは複数のなかに表示したいと望むパラメータがある場合には、どのパラメー
タを表示したいと望むか、についてユーザに問い合わせるように構成することができる。
方法４００は、選択された項目の１つまたは複数のデータインターフェースにアクセスす
ることによって、キーパラメータをガジェット３６２～３７２に関連付けることができる
。たとえば、グラフィック表示内に示される領域、コンポーネント、およびデバイスのそ
れぞれは、そのキーパラメータのそれぞれに関するデータインターフェースを含むことが
できる。したがって、ユーザがグラフィック表示から項目をサイドバーアプリケーション
３５０にドラッグおよびドロップすると、サイドバーアプリケーション５１は、その項目
の適当なデータインターフェースにアクセスし、適当なデータ通信プロトコルを使用して
、サイドバーアプリケーションと選択された項目のデータインターフェースとの間のデー
タ通信セッションを開始することができる。もちろん、キーパラメータをサイドバーアプ
リケーションに関連付けることは、有線または無線のデータ転送、Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロ
トコル、ＩＥＥＥ８０２．＊標準、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＴＣＰ／ＩＰ、イーサネット（
登録商標）などを含むプロセス制御システム管理の分野で知られる任意の数のデータ転送
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およびアクセス技法を含むこともできる。
【００４４】
　ルーチン４０８において、方法４００は、デバイス１４、１６、またはサイドバーアプ
リケーション３５０内のキーパラメータと関連付けられるその他のプロセス制御システム
コンポーネンによって生成されたデータを表示することができる。ルーチン４０６に関し
て上述したように、サイドバーアプリケーション５１は、選択された項目（たとえば、領
域、コンポーネント、デバイスなど）の１つまたは複数のデータインターフェースを介し
て、データにアクセスすることができる。インターフェースを介して受信すると、方法４
００は、次いで、ガジェット３６２～３７２内の実際のフィールドデバイスまたはその他
のコンポーネントから通信されたデータをフォーマットし、かつ表示することができる。
データをフォーマットすることは、タイムラインまたはキーパラメータのその他の視覚化
を提供するために、選択されたキーパラメータの履歴データにアクセスすることと、受信
されたリアルタイムのデータを履歴データと比較すること、とを含むことができる。
【００４５】
　ルーチン４１０において、方法４００は、サイドバーアプリケーション５１の構成、あ
るいはガジェット３６２～３７２のうち１つまたは複数のガジェットの構成を保存するこ
とができる。いくつかの実施形態において、構成は、サイドバー構成データファイルとし
て、１つまたは複数の選択されたキーパラメータに対する１つまたは複数のレファレンス
を含むことができ、このサイドバー構成データファイルは、ワークステーションあるいは
方法４００およびサイドバーアプリケーション５１を実行しているその他のコンピューテ
ィングデバイスに保存することができる。また、サイドバー構成データファイルは、サイ
ドバーアプリケーション５１を含むプロセス制御システム管理ソフトウェアを実行する任
意の互換性のあるワークステーションによってインスタンス化することができる。インス
タンス化すると、サイドバーアプリケーション５１は、１つまたは複数のコンポーネント
またはデバイス１４、１６を用いて通信セッションを開始して、ガジェット３６２～３７
２内のリアルタイムのデータを取り出し、表示することができる。ルーチン４１２におい
て、その構成ファイルを、システムの１つまたは複数のその他のユーザに送信することが
できる。たとえば、構成ファイルを、プロセス制御システムに現在ログインしている任意
のユーザ、または、プロセス制御システムの任意のその他の許可されたユーザに送信する
ことができる。送信された構成ファイルが受信されると、リアルタイムのキーパラメータ
の同一のセットを表示するために、受信するユーザのワークステーション上でサイドバー
アプリケーション５１によってその構成ファイルにアクセスすることができる。
【００４６】
　実装するときに、本明細書に記載されたソフトウェアのいずれかを、コンピュータまた
はプロセッサのＲＡＭまたはＲＯＭの磁気ディスク、レーザーディスクまたはその他の記
憶媒体などの、任意のコンピュータ可読メモリ内に保存することができる。同様に、たと
えば、コンピュータ可読ディスクまたはその他の移動可能なコンピュータ保存メカニズム
上のもの、あるいは、電話線、インターネット、ワールドワイドウェブ、任意のその他の
ローカルエリアネットワークまたは広域領域ネットワークなどの通信チャネルを介するも
のなどを含む、任意の知られるまたは所望の送達方法を使用して、このソフトウェアを、
ユーザ、プロセスプラントまたはオペレータワークステーションに送達することができる
（この配信は、移動可能な記憶媒体を介して、かかるソフトウェアを提供することと同じ
または交換可能なものとみなされる）。さらに、このソフトウェアは、変調または暗号化
することなく直接的に提供することができ、あるいは、通信チャネルを介して伝送される
前に、任意の好適な変調搬送波および／または暗号化技法を使用して、変調および／また
は暗号化することができる。
【００４７】
　特定の諸実施例を参照して本発明を記載してきたが、その諸実施例は例示のみを意図し
、本発明を制限すること意図するものではなく、本発明の趣旨および範囲から逸脱するこ
となく、開示された諸実施形態に変更、付加および削除を成し得ることは、当業者には明
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